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フィデリティ退職･投資教育研究所 

女性の退職金投資―税金に敏感 
 

女性退職者684人の退職金投資動向 
 

ポイント 

1. 2015年2月に実施した退職者8000人アンケートでは女性が684人含まれていた。

これら女性退職者を切り出して、その退職後の生活と投資に関する動向を男性と

比較して分析した。大きな特徴は、女性の方が税金に敏感であること。 

2. 女性は男性と比べて、退職時期が早く、退職一時金も3割方少ない。また退職後

に働く可能性が低く、定年退職というイベントは男性に比べるとかなり深刻に受け

止めざるを得ない状況だ。 

3. しかし、男性に比べて、家計面で不安を抱えている比率は低くなっている。公的年

金にはそもそも期待することが少なく、男性よりも達観している可能性もある。 

4. 退職金に対する考え方を分析すると、堅実さとその裏に危うさも垣間見える。退職

金の使用目的は生活費よりも、万一の支出への備え、趣味ややりたいことへの支

出などに多くを割く傾向にある。 

5. またしっかりと投資をしている姿もあるが、退職金で初めて投資をする人の比率が

男性に比べて高めになっており、経験不足が懸念される。 

6. 投資対象としては、男性のように日本株への大幅な偏りはないがその分、分配型

投資信託への依存度が高い。投資の背景にも、分配金への希求や分配金で投資

の実感を味わいたいといった、分配金目当ての投資の傾向が強くなっている点が

特徴だ。 

7. ところで、現役時代にやっておけばよかったこととして、男性に比べて比率が高くな

っているのが「税制に関する知識の習得」が挙げられる。また「税金に関するサー

ビスを受けたい」との声も多く、退職者女性の大きな特徴と呼んでもいいだろう。 

8. このため、男性よりも少額投資非課税制度、NISAやジュニアNISAへの認知度、関

与度、利用意向が高くなっている結果につながっているようだ。 
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＜アンケート調査の概要＞ 
 

 調査会社： Ipsos株式会社 

 実施時期： 2015年1月29日から2月10日 

 調査方法： ウェブアンケート調査 

 調査対象： 60－65歳の男女で退職金をもらった退職者。回収数は8,630人(有効回収率11.8%)、うち男性7946

人（92.1%）、女性684人（7.9%） 

 年齢分布              (単位:人、%) 

 合計 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 

標本数 8,630 1,222 1,333 1,362 1,454 1,557 1,702 

構成比 100.0% 14.2% 15.4% 15.8% 16.8% 18.0% 19.7% 

男性 7,946 1,130 1,221 1,222 1,345 1,438 1,590 

構成比 100.0% 14.2% 15.4% 15.4% 16.9% 18.1% 20.0% 

女性 684 92 112 140 109 119 112 

構成比 100.0% 13.5% 16.4% 20.5% 15.9% 17.4% 16.4% 

 

 退職前職業分布                (単位:人、%) 

 合計 会社員 公務員 

標本数 8,630 6,925 1,705 

構成比 100.0% 80.2% 19.8% 

男性 7,946 1,515 6,431 

構成比 100.0% 19.1% 80.9% 

女性 684 190 494 

構成比 100.0% 27.8% 72.2% 

 

 退職前年収分布               (単位:人、%) 
 

合計 
300万円未

満 
300－500
万円未満 

500－800
万円未満 

800－1000
万円未満 

1000－

1500万円

未満 

1500－

2000万円

未満 

2000万円

以上 

標本数 8,630 413 1,207 2,936 2,243 1,490 220 121 

構成比 100.0% 4.8% 14.0% 34.0% 26.0% 17.3% 2.5% 1.4% 

男性 7,946 250 1,012 2,728 2,157 1,474 214 111 

構成比 100.0% 3.1% 12.7% 34.3% 27.1% 18.6% 2.7% 1.4% 

女性 684 163 195 208 86 16 6 10 

構成比 100.0% 23.8% 28.5% 30.4% 12.6% 2.3% 0.9% 1.5% 
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1 女性にとって定年退職は深刻なイベント  
 

退職時期は男性よりも1.3歳若い 

2015年2月に実施した退職金を受け取った60-65歳8000人に聞いたアンケートでは、女性が684人

含まれていた。この684人を対象に退職金を受け取った女性の投資動向を分析した。 

 

結果としては、女性にとって定年退職は早く訪れ、退職金も少なく、その後に働くことができず、深刻

なイベントになっていることがわかる。ただ、その割に金銭面での不安を抱える人が少ないのが、もう

ひとつの特徴になっている。 

 

まずはアンケートに回答した684人の全体像をまとめてみる。アンケート回答者の回答時点の年齢は

62.57歳で男性の62.69歳とほとんど変わらないが、定年退職した年齢は1.3歳ほど若い。特に女性

の場合には40代での退職も含めて59歳以下の退職が3分の1に達していることが平均年齢を引き下

げている。 

 

図表1：退職年齢（男女別）                   (単位:％、歳、人) 

 59歳以下 
60歳 61歳以上 

平均退職 

年齢 
総数 

 49歳以下 55歳 

全体 23.9% 1.7% 4.7% 65.1% 11.0% 59.17歳 8630人 

男性 23.0% 1.1% 4.5% 66.1% 11.0% 59.28歳 7946人 

女性 37.1% 9.1% 6.7% 53.4% 9.6% 57.98歳 684人 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

退職後に働いていない女性が多い 

定年退職後の生活では再雇用されている人の比率はわずか17.7%しかなく、男性の42.3%と比べ

て大きく見劣りする。その分、完全に退職している人の比率が61.5%と高くなっている。 

 

その結果、退職後も働いて生活の大きな収入源になると考えている人は男性に比べて非常に少なく

なっている。逆に年金と退職金だけが生活の柱になっている人が全体の過半数に達していることも

特徴だ。 
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図表2：退職後の就労状況（男女別）               (単位:％) 

 
(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

 

図表3：退職後の も大きな収入源（男女別）                  (単位:％) 

 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 
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退職一時金の平均額は1227万円で、男性の7割 

女性の退職一時金の受取金額は、1227.24万円と男性の7割水準にとどまっている。特に平均値を

大きく押し下げているのは500万円未満の層が39.4%と男性の2.6倍に達していること。また中央値

をみても男性の場合が1500-2000万円の層であるのに対して女性の場合は500-1000万円の層と2

段階低くなっている。 

 

これは退職前の年収が低いことも影響していると思われる。退職直前の年収は女性の平均が

538.08万円と男性833.57万円の64.6%にとどまっている。 

 

図表4：退職一時金受取額（男女別）                               (単位:人、％、万円) 

 
総数 

500 万円

未満 

500- 
1000 万

円未満 

1000- 
1500 万

円未満 

1500- 
2000 万

円未満 

2000- 
2500 万

円未満 

2500- 
3000 万

円未満 

3000- 
4000 万

円未満 

4000- 
5000 万

円未満 

5000 万

円以上 
平均 

全体 8373人 17.3% 12.9% 13.1% 14.4% 16.7% 15.8% 6.9% 1.5% 1.3% 1746.92万円

男性 7703人 15.4% 12.9% 13.4% 14.9% 17.2% 16.0% 7.3% 1.6% 1.4% 1792.13万円

女性 670人 39.4% 13.6% 9.4% 9.6% 11.2% 14.3% 1.9% 0.4% 0.1% 1227.24万円

(注)退職一時金を受け取った退職者が対象。(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

 

しかし家計面での不安は却って少ない 

女性の場合には早く退職し、退職金も少なく、再雇用も難しいというのがデータ上では明らかになっ

ているが、とはいえそれほど強く「家計面で不安がある」というわけではないようだ。男性が「家計面で

不安がある」と回答した比率は55.1%に対して、女性が49.6%にとどまっている。 

 

図表5：退職後の生活で金銭面での不安があるか（男女別）                    (単位:％) 

       ＜男性＞      ＜女性＞ 

 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

 

55.1

44.9

家計面（金銭面）での不安がある

家計面（金銭面）での不安はない

49.6

50.4

家計面（金銭面）での不安がある

家計面（金銭面）での不安はない
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そもそも、女性の場合には公的年金への期待が高くない分、達観しているところがあるのかもしれな

い。ちなみに、公的年金への期待度は「期待している」「やや期待している」を足して、女性の場合に

は54.9％と男性の68.1%に比べ大幅に少ない。 

 

図表6：公的年金への期待度（男女別）                                  (単位:％、人) 

 
期待している 

やや期待してい

る 
あまり期待して

いない 
期待していない 総数 

全体 33.1% 33.9% 26.1% 6.8% 8630人 

男性 33.7% 34.4% 25.4% 6.5% 7946人 

女性 26.5% 28.4% 34.4% 10.8% 684人 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 
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2 退職金での投資―堅実さと危うさと  
 

生活費よりは将来への備えに活用 

退職後の生活が厳しいと実感しているがゆえに、退職金の取り扱いには堅実さが見受けられる。 

 

女性の退職金の使用目的のトップは男性と同様に「退職後の生活費」だがその比率は43.9%と男性

の53.0%よりは低くなっている。その分、増えているのが「万一のまとまった支出への備え」の

13.9%(男性6.9%)と「趣味などへの支出」の13.2%(同5.0%)。堅実さのなかに若干の危うさも内包し

ているデータとなっている。 

 

図表7：退職金の使用目的（男女別）                                  (単位:％) 

 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

     
 

女性だからと言って投資をしないわけではない 

退職金の取り扱いが堅実であるからと言って女性が投資をしないわけではない。退職金で投資をし

た人の比率は女性が28.8%に対して、男性が31.2%と遜色ない水準だ。しかも、現役時代の投資経

験を持っている人も女性で28.8%と男性の33.1％に比べそれほど少ないわけではない。 

 

ただ、危うさとして指摘しておきたいのは、退職金で初めて投資する人の比率が高いこと。退職金で

投資をした女性は197人で、そのうち現役時代に運用をしていた人は139人、運用をしていなかった

人が58人となった。退職金で投資をした人の29.4%が投資未経験者ということで、男性の25.6%より

も少し高く出ている。 
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日本株よりも分配型投信を嗜好 

しかも、女性の場合には退職金で投資している対象商品は、男性よりも保守的だ。例えば日本株に

投資している人の比率(複数回答)は、男性の51.9%に対して女性は36.5%に留まり、代わって日本

国債や、外貨預金、変額年金、海外株式に投資する投資信託で分配金のあるもの、海外債券に投

資する投資信託で分配金のあるもの、などが相対的に多くなっている。 

 

投資信託に投資している女性148人にその理由を聞いてみると(複数回答可)、 も多いのが「利回

りが預貯金より高く、資産を殖やしやすいから」の64.2%(男性よりも4.6ポイント高い)、その次が「中

長期スタンスでの資産運用だから」で36.5%(同3.4ポイント低い)、「分配金を受け取り生活費の足し

にできるから」31.1%(同5.9ポイント高い)、「プロが運用してくれるから」23.6%(同1.3ポイント高い)、

「分配金を受け取って投資の実感を得られるから」23.0%(4.0ポイント高い)と続く。相対的に分配金

に関する理由は男性よりも女性の方が高くなっている。 

 

図表8：退職金で投資した投資商品(複数回答可)           (単位：％) 

 
(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 
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銀行の使い方は男性より上手 

投資を行った女性197人にどの金融機関を使ったかを聞いた結果では、オンライン証券が少なく、

その分、都市銀行、地方銀行など銀行が多くなっていることがわかる。その選択した理由を聞くと、

「従来から使っていた金融機関だから」48.2%(男性48.1%)がトップで、次が「担当者がいて安心でき

るから」11.7%(同6.1%)、「退職金の振込銀行だったから」11.2%(同5.9%)と続く。逆に男性と違って

選択理由としてあまり挙げられなかったのが、「手数料などが安いから」(女性3.0％、男性8.1%)、「オ

ンラインサービスが使いやすいから」(女性5.1%、男性8.0%)といった理由だ。 

 

 

図表 9：投資を行った金融機関（男女別）       (単位：％) 

 
出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

投資をしないで残った資金については男性よりも堅実さが見受けられる。使ってしまって残っていな

いという人の比率は確かに高いが、実際に退職金の金額が少ない分、そうした懸念は残るが投資し

なかった資金の預け先としては、男性よりもうまく金融機関を使っているように映る。 

 

男性と比べて、際立っているのは｢より良いサービスやアドバイスがある金融機関に預け替えた｣比率

が高いこと、その分「振り込まれた銀行にそのまま」という比率が低くなっている。 
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図表 10：残った退職金の預け先（男女別）       (単位：％) 

 

出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査  
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3 税金に対して敏感  
 

税金への理解を求める姿勢が強い 

女性退職者のアンケート調査で も注目されるのが、税制に対する敏感度だろう。アンケートでは、

「現役時代にやっておけばよかったこと」、「企業や金融機関から受けられる安心だと思うサービスは

何か」を聞いた設問があるが、どちらの回答結果も女性の回答比率が高くなっている選択肢として税

制に関するものが挙げられる。前者では「税制に関する知識の習得」で24.1%(男性よりも6.7ポイント

高い)、後者では「退職後の税金に関するアドバイス」で19.6%(同3.4ポイント高い)となっている。 

 

図表11：現役時代にやっておけばよかったこと（男女別） (複数回答可)     (単位:％) 

 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

図表12：企業や金融機関から受けられる安心だと思うサービスは（男女別）(複数回答可) (単位:％) 

 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 
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NISA口座開設比率が高く、ジュニアNISAにも積極的 

こうした女性の税金に対する敏感度の高さは、非課税制度への嗜好にも現れている。2014年にスタ

ートした少額投資非課税制度、NISAの認知度は「名前を聞いたことがある」といった程度まで含める

と全体の9割以上に達し、男性、女性の差はほとんどない。しかし、「口座を開設して投資している」と

回答した比率は男性の28.3%に対して、女性は32.0%と上回った。 

 

同様に3月末に国会で法案が可決され、2016年1月申込み開始、4月スタートのジュニアNISAも、ア

ンケート実施時点ではあれほどメディアに取り上げられていなかったにもかかわらず、女性でも4人に

1人は認知していることがわかる。しかも「使ってみたい」と回答している比率は全回答者の14.5%に

達し、男性の13.9%と変わらない水準となった。想定以上に高い比率と言えるのではないだろうか。 

 

図表13：男女別のNISAの認知度と口座開設状況        (単位:％) 

 NISAの認知度 NISAの口座開設状況 

制度の内容を

知っている 
名前を聞いた

ことがある 
聞いたことがな

い 
口座を開設し、

投資している 

口座を開設した

が、まだ投資して

いない 

口座を開設し

ていない 

全体 52.5% 39.1% 8.4% 28.6% 15.1% 56.3% 

男性 52.9% 38.6% 8.4% 28.3% 15.1% 56.6% 

女性 47.8% 44.0% 8.2% 32.0% 14.9% 53.1% 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 

 

 

図表14：男女別のジュニアNISAの認知度と利用意向        (単位:％) 

 ジュニアNISAの認知度 ジュニアNISAの利用意向 

制度の内容を 
知っている 

知らない 使ってみたい 
使ってみようとは 

思わない 

全体 31.5% 68.5% 14.0% 86.0% 

男性 32.1% 67.9% 13.9% 86.1% 

女性 24.3% 75.7% 14.5% 85.5% 

(出所) フィデリティ退職・投資教育研究所、退職者8000人アンケート、2015年調査 
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